
①収集・収蔵機能 ②調査・研究機能 ③展示・情報発信
機能

④閲覧・レファレンス機
能

①学習支援機能

・収蔵展示
（見て・触れて・
体験できる自然資
料や民俗資料の収
蔵庫など）
・収蔵庫見学
（バックヤードツ
アーの実施など）

※資料保存の大切さ
を実感的に学ぶ機
会。

・参加型博物館行事
（フィールドワー
クや歴史探訪等の
行事など）

※単なる教育普及行
事とせず、県内の自
然・歴史文化に関す
るデータ収集的な性
格も兼ねる。

・展示、講演会等
（常設展示、特別
展・企画展の見
学、講演会等の受
講）
・情報発信
（インターネット
等を活用した情報
発信）

※展示見学や博物館
の行事、情報を通し
て学び、博物館への
親しみを深める。

・モノ資料の閲覧
（実物のモノ資料の
閲覧およびそのアド
バイスなど）
・レファレンス
（三重の自然・歴史
文化に関する学習や
研究への相談対応）
・「こども研究室」
（こども学芸員の活
動の場。自然・歴史
文化の楽しみ方・調
べ方のアドバイス）

※博物館のモノ資料の
魅力を知り、活用の
きっかけを得る。

②県民参画機能

・博物館資料の整理
作業への参画
（昆虫・植物標本
の作成・整理、古
文書等の歴史資料
の整理業務への参
画）

※実物のモノ資料に
触れながら、その保
存活動に参画。

・県民参画型の調査
活動
（琵琶湖博物館の
フィールドレポー
ター等が先行例）

※博物館の調査研究
活動に対して広く県
民を参画を得て、三
重の自然・歴史文化
への関心を高める。

・県民参画型展覧
会
（みんなでつくろ
う展覧会など）
・解説ボランティア
（展示解説や学校
見学対応などの活
動への参画）

※博物館の展示や情
報発信、来館者サー
ビス活動への参画。

・ボランティアアドバイ
ザー
（閲覧・レファレン
スエリアや「こども
研究室」でのアドバ
イザー活動）

※さまざまな得意分野
をもった県民の参画を
得て、閲覧・レファレ
ンス活動の幅を広げ
る。

③アウトリーチ機能

・資料収集・保全活
動
（県内の博物館等
と役割分担・協力
して地域の自然・
歴史文化資産の保
全と収集・収蔵活
動を行う）

※県内全域をフィー
ルドとする収集・収
蔵活動を活性化す
る。

・地域共同研究
（県内各地域の博
物館や県民・諸団
体と連携して三重
の自然・歴史文化
の調査・研究を行
う）

※総合的な見地か
ら、地域の県民・諸
施設・団体と共同で
「三重」の研究を推
進する。

・移動展示および教
育普及活動
（県内各地で、移
動展示や教育普及
事業を実施する）

※博物館から離れた
県内各地域に博物館
が打って出る。

・広域レファレンス活動
（県内の図書館や博
物館等と連携したレ
ファレンス活動を行
う）

※館内だけにとどまら
ず、レファレンス活動
を他機関と連携して行
うことにより、内容の
向上を目指す。

④人材育成支援
    機能

・資料および収蔵庫
管理技術の研修・支
援
（県内博物館や文
化財等資料の所有
者や保全に取り組
む県民・団体に対
する技術支援・研
修活動を行う）

※三重の資料保全の
担い手を育成し、全
県的な資料保全の機
運を高める。

・「県民学芸員」
（参画ボランティ
ア段階から専門家
へとステップアッ
プした県民と共同
研究を推進）
・共同研究を通じた
人材育成
（共同研究を通し
て県内研究者相互
の能力向上を目指
す）

※三重県を対象とす
る研究の活性化をは
かる。

・共同企画展
（県内の博物館や
博物館協会と連携
した共同企画展示
を実施）
・県内博物館データ
ベース
（県内の博物館等
と協力して博物館
資料のデータベー
スを構築する）

※展示やデータベー
スを共同で作成する
ことにより、技術と
情報の共有化をはか
る。

・レファレンス情報の共
有システム
（レファレンス活動
で得られた情報や経
験を県内の図書館や
博物館およびその職
員等と共有できる仕
組みをつくる）

※レファレンス情報の
データベース化によ
り、三重の自然・歴史
文化への知識を蓄積・
共有して相互に活用す
る。

博物館機能（タテ糸とヨコ糸）と具体的な活動内容想定例

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
画

参
加
・
体
験

資料５

専
門
家
と
し
て
協
力

県
民
参
画


